
2011年度 EPC・ACE就活相談会/交流会報告 

 
10月 22日に EPC・ACEの卒業生、先生方、そして在校生による就活相談会、交流会を行
いました。今年は就活相談会に 48 名、交流会には 65 名と多くの参加者が集まり、様々な
世代間の交流を実現する事ができました。以下に詳細を紹介していきます。 
 
就活相談会 
明治大学駿河台キャンパスの大教室にて 16 時から 18 時までの 2 時間で行いました。9 人
で 1グループに分かれ、20分ごとにメンバーを入れ替えて相談をする形式で進行しました。
グループ内では卒業生と 4 年生が、就活に対する疑問や大学生活をどのように過ごしてき
たのかといった質問を 1~3 年生から受け付けました。当初、就活に対する姿勢がそれぞれ
の学年で違っているために、一人ひとりが有意義な時間を過ごすことができるか、少しの

懸念がありました。しかし、1、2年生も 3、4年生と卒業生の業界を深く絞り込んだ質疑応
答から実社会で働くことを感じ、今後の学生生活を学んでいる様子を見て取れました。ま

た、1、2 年生の「どの様な学生生活を過ごし、今の職を選んだのか」、「今するべきことは
何か」といった率直な疑問が 3年生の就活に対する視野を広げ、4年生には就活や学生生活
を改めて振り返るきっかけを与えてくれました。そして卒業生の方々から、上記の様な「学

年を超えて互いに刺激し合う姿」を見ることで、自分達にも刺激になったという声を頂き

ました。 
 

 

 



(交流会風景) 

交流会 
就活相談会に次いで、18時から 21時に駿河台キャンパスの近くのパーティー会場で行ない
ました。ケヴィン先生による乾杯から始まったこの会は、途中参加の方を含めさらに人数

を増し、熱気溢れるものとなりました。先生方、同期、卒業生、先輩、後輩、全ての参加

者がフランクな雰囲気で、大いに語り、様々な繋がりが生まれました。会の途中、卒業生

の方からスピーチをして頂き、フランスから戻られた森本先生からも挨拶を頂きました。

さらに、海外でご活躍されているお二人の卒業生の方からのビデオメッセージも上映しま

した。EPC 時代から長く築かれてきた道を知ることができ、在校生達にはとても刺激的な
スピーチやメッセージでした。卒業生の方々もまた、EPC・ACEという帰れる場所、仲間
がいる場所を再確認して頂いた様でした。ジドウィッツ先生の締めのご挨拶で終わったこ

の会。EPC・ACEが代々受け継ぐアットホームな DNAが、今年もまた 1年生達にまで伝
わったのではないでしょうか。 

 

 
(交流会風景) 

 
おわりに 
今回の就活相談会、交流会は多くの方々に参加して頂きました。滅多に会う機会のない方、

世代の離れた方、本当に様々な参加者が集い、そして現在と過去の EPC・ACEや政治経済
学部の学生生活を知り合い、繋がり合う場となりました。会の終了時に記入いただいたア

ンケートの中にも、「上下の繋がりを維持する為に参加した」という声が多く上がっており



ました。私達、在校生の ACE は「繋がりを維持できる場所」を、「戻ってこられる場所」
を更に、作くっていく、守っていく、伝えていく。そんな役割を担っているのだと改めて

認識しました。この度、ご参加頂いた卒業生の皆様、先生方、お忙しい中日程を調節して

頂き有難うございました。また、先生方への諸連絡や機材の準備、ミーティングに協力頂

いた松崎先生にも深く御礼申し上げます。今回の参加者の皆様方から頂いたフィードバッ

クを参考に、来年もまた素晴らしい会を催していきたい所存であります。 
 
＊就活相談会、交流会の写真を下記の URLでご覧になれます。 
https://picasaweb.google.com/107073691277306376000/Tksmtzk?authuser=0&authkey=Gv1s

RgCPir56mO5bbSYg&feat=directlink 
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